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Ⅰ 調査概要 

 

１ 目  的 

  旭川大学をベースとした公立大学の設置について，今後の検討を進めるに当たり，広く市民の意見

を把握するために実施した。 

 

２ 調査項目 

Ｑ１ 性別 

Ｑ２ 職業 

Ｑ３ 年齢 

Ｑ４ 旭川大学をベースにした公立大学の設置に関する市の検討状況について 

Ｑ５ 旭川大学をベースにした公立大学の設置について 

Ｑ６ 旭川大学をベースにした公立大学の設置に関する課題について 

Ｑ７ 旭川に公立大学が設置された場合に期待することについて 

Ｑ８ ものづくり系学部の案について 

Ｑ９ 意見等 

 

３ 対 象 者 

  旭川市民のうち１８歳以上の男女 ３，０００人。 

調査対象者の抽出方法は，住民基本台帳からの層化２段無作為抽出とした。 

 

４ 調査方法 

  調査票の郵送によるアンケート方式 

 

５ 調査期間 

  平成２９年１１月１３日～平成３０年１月１７日 

 

６ 回収結果 

  発送数：3,000 人 

回収数：1,000 人 

回収率：33.3% 

 

７ 調査結果の表し方 

  ・回答率（%）の母数は，その調査項目に該当する回答者数（=N）である。 

・未記入の人数は，調査項目ごとの未記入の人数である。 

  ・百分率は少数第２位を四捨五入し，少数第１位までを表示しているため，回答率の合計が 100.0%

にならない場合がある。 

  ・複数回答の設問では，回答率の合計が 100.0%を超える場合がある。 
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Ⅱ 調査項目別分析 

 

１ 性別 

回答者 987 人のうち，「男性」が 423 人（42.9%），「女性」が 564 人（57.1%）であった。年代別で

みると，20 代及び 30 代で女性の回答比率が高い結果であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ－１ 性別 
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２ 職業 

回答者の職業は，「主婦・主夫」が 268 人（27.0%）と最も高く，次いで「会社員・団体職員（経営

者・役員含む）」が 266 人（26.8%），「無職」が 233 人（23.5%）の順であった。 

 

 

図Ⅱ－２ 職業（全体） 

 

 

表Ⅱ－１ 職業（全体，性別，年齢別）（単位：人） 

 
高校生 

大学生・専門

学校生 

会社員・団体

職員 

（経営者・ 

役員含む） 

公務員 農林業 

自営の商工 

・サービス業

など 

主婦・主夫 無職 その他 

全体（N=991） 8 0.8% 12 1.2% 266 26.8% 49 4.9% 12 1.2% 52 5.2% 268 27.0% 233 23.5% 91 9.2% 

性
別 

男性（N=422） 5 1.2% 5 1.2% 159 37.7% 29 6.9% 9 2.1% 26 6.2% 6 1.4% 150 35.5% 33 7.8% 

女性（N=560） 3 0.5% 7 1.3% 106 18.9% 20 3.6% 2 0.4% 25 4.5% 261 46.6% 78 13.9% 58 10.4% 

未記入（N=9） 0 0.0% 0 0.0% 1 11.1% 0 0.0% 1 11.1% 1 11.1% 1 11.1% 5 55.6% 0 0.0% 

年
齢
別 

18～19歳（N=12） 8 66.7% 3 25.0% 1 8.3% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 

20～29歳（N=51） 0 0.0% 8 15.7% 19 37.3% 5 9.8% 1 2.0% 4 7.8% 5 9.8% 4 7.8% 5 9.8% 

30～39歳（N=104） 0 0.0% 0 0.0% 48 46.2% 13 12.5% 0 0.0% 7 6.7% 25 24.0% 5 4.8% 6 5.8% 

40～49歳（N=144） 0 0.0% 0 0.0% 64 44.4% 20 13.9% 1 0.7% 5 3.5% 35 24.3% 5 3.5% 14 9.7% 

50～59歳（N=162） 0 0.0% 1 0.6% 73 45.1% 8 4.9% 2 1.2% 9 5.6% 38 23.5% 8 4.9% 23 14.2% 

60～69歳（N=246） 0 0.0% 0 0.0% 49 19.9% 3 1.2% 6 2.4% 18 7.3% 84 34.1% 56 22.8% 30 12.2% 

70 歳以上（N=271） 0 0.0% 0 0.0% 11 4.1% 0 0.0% 2 0.7% 9 3.3% 81 29.9% 155 57.2% 13 4.8% 

未記入（N=1） 0 0.0% 0 0.0% 1 100.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 
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無職 
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３ 年齢 

  回答者の年齢は，「70 歳以上」が 274 人（27.5%）と最も多く，次いで「60～69 歳」が 248 人（24.9%），

「50～59 歳」が 162 人（16.3%）の順であった。 

職業別でみると，「会社員・団体職員（経営者・役員含む）」では「50～59 歳」が 73 人（27.5%）と

最も多い結果であった。 

 

 

図Ⅱ－３ 年齢（全体） 

 

表Ⅱ－２ 年齢（性別，職業別）（単位：人） 

  18～19 歳 20～29 歳 30～39 歳 40～49 歳 50～59 歳 60～69 歳 70 歳以上 

全体（N=995） 12 1.2% 51 5.1% 104 10.5% 144 14.5% 162 16.3% 248 24.9% 274 27.5% 

性
別 

男性（N=423） 6 1.4% 17 4.0% 37 8.7% 65 15.4% 66 15.6% 102 24.1% 130 30.7% 

女性（N=563） 6 1.1% 34 6.0% 66 11.7% 79 14.0% 96 17.1% 142 25.2% 140 24.9% 

未記入（N=9） 0 0.0% 0 0.0% 1 11.1% 0 0.0% 0 0.0% 4 44.4% 4 44.4% 

職
業
別 

高校生（N=8） 8 100.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 

大学生・専門学校生（N=12） 3 25.0% 8 66.7% 0 0.0% 0 0.0% 1 8.3% 0 0.0% 0 0.0% 

会社員・団体職員 

（経営者・役員含む） 
（N=265） 1 0.4% 19 7.2% 48 18.1% 64 24.2% 73 27.5% 49 18.5% 11 4.2% 

公務員（N=49） 0 0.0% 5 10.2% 13 26.5% 20 40.8% 8 16.3% 3 6.1% 0 0.0% 

農林業（N=12） 0 0.0% 1 8.3% 0 0.0% 1 8.3% 2 16.7% 6 50.0% 2 16.7% 

自営の商工・ 

サービス業など 
（N=52） 0 0.0% 4 7.7% 7 13.5% 5 9.6% 9 17.3% 18 34.6% 9 17.3% 

主婦・主夫（N=268） 0 0.0% 5 1.9% 25 9.3% 35 13.1% 38 14.2% 84 31.3% 81 30.2% 

無職（N=233） 0 0.0% 4 1.7% 5 2.1% 5 2.1% 8 3.4% 56 24.0% 155 66.5% 

その他（N=91） 0 0.0% 5 5.5% 6 6.6% 14 15.4% 23 25.3% 30 33.0% 13 14.3% 

未記入（N=5） 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 2 40.0% 3 60.0% 
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前から知っていた このアンケートで初めて知った 

４ 旭川大学をベースにした公立大学の設置に関する市の検討状況について 

 

 

市の検討状況の回答については，「前から知っていた」が 551 人（55.5%），「このアンケートで初め

て知った」が 442 人（44.5%）と，「前から知っていた」が上回る結果であった。 

50 歳以上においては，いずれの年代においても「前から知っていた」の回答割合が 50%を上回る結

果とであった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ－４ 旭川大学をベースにした公立大学の設置に関する市の検討状況 

 

  

Ｑ４ 市が旭川大学をベースにした公立大学の設置を検討していることをご存知でしたか。 
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５ 旭川大学をベースにした公立大学の設置について 

 

 

旭川大学をベースにした公立大学の設置についての回答については，「妥当である」が 300 人（30.7%）

で，「概ね妥当である」が 249 人（25.5%）であった。 

一方，「妥当ではない」は 80 人（8.2%），「あまり妥当ではない」は 77 人（7.9%）であった。 

なお，「どちらともいえない」は 191 人（19.5%）であった。 

 

図Ⅱ－５ 旭川大学をベースとした公立大学の設置について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ－５ 旭川大学をベースとした公立大学の設置について 

  

Ｑ５ 旭川大学をベースにした公立大学の設置についてどう思いますか。 
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６ 旭川大学をベースにした公立大学の設置に関する課題について 

 

 

 

  旭川大学をベースにした公立大学の設置に関する課題についての回答については，「少子化が進む中

での学生の確保」が 647 人（65.3%）と最も多く，次いで「学生にとって魅力的な学部・学科の存在」

が 526 人（53.1%），「赤字運営時における市の財政負担」が 462 人（46.6%）の順であった。 

 

表Ⅱ－３ 旭川大学をベースにした公立大学の設置に関する課題について（単位：人） 

  少
子
化
が
進
む
中
で
の
学
生

の
確
保 

学
生
に
と
っ
て
魅
力
的
な
学

部
・
学
科
の
存
在 

公
立
大
学
移
行
時
の
市
の
財

政
負
担 

赤
字
運
営
時
に
お
け
る
市
の

財
政
負
担 

大
学
卒
業
後
の
市
外
へ
の
人

材
流
出 

学
部
内
容
に
見
合
っ
た
教
員

の
確
保 

課
題
は
な
い 

そ
の
他
（
具
体
的
な
内
容
を

下
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
） 

 全体（N=991） 647 65.3% 526 53.1% 408 41.2% 462 46.6% 324 32.7% 182 18.4% 13 1.3% 71 7.2% 

性
別 

男性（N=421） 271 64.4% 222 52.7% 166 39.4% 206 48.9% 134 31. 8% 76 18. 1% 5 1.2% 37 8.8% 

女性（N=561） 373 66.5% 301 53.7% 235 41.9% 253 45.1% 187 33. 3% 106 18.9% 7 1.2% 34 6.1% 

未記入（N=9） 3 33.3% 3 33.3% 7 77.8% 3 33.3% 3 33.3% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 

年
齢
別 

１８～１９歳（N=12） 5 41.7% 11 91.7% 3 25.0% 3 25.0% 5 41.7% 3 25.0% 0 0.0% 1 8.3% 

２０～２９歳（N=51） 29 56.9% 20 39.2% 24 47.1% 32 62.7% 13 25.5% 11 21.6% 0 0.0% 1 2.0% 

３０～３９歳（N=104） 65 62.5% 52 50.0% 46 44.2% 57 54.8% 29 27.9% 19 18.3% 1 1.0% 8 7.7% 

４０～４９歳（N=144） 95 66.0% 86 59.7% 59 41.0% 69 47.9% 35 24.3% 30 20.8% 2 1.4% 7 4.9% 

５０～５９歳（N=162） 110 67.9% 96 59.3% 59 36.4% 68 42.0% 56 34.6% 27 16.7% 1 0.6% 17 10.5% 

６０～６９歳（N=248） 161 64.9% 124 50.0% 106 42.7% 133 53.6% 86 34.7% 39 15.7% 2 0.8% 16 6.5% 

７０歳以上（N=269） 181 67.3% 137 50.9% 111 41.3% 99 36.8% 100 37.2% 53 19.7% 7 2.6% 21 7.8% 

未記入（N=1） 1 100.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 100.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 

職
業
別 

高校生（N=8） 5 62.5% 7 87.5% 3 37.5% 2 25.0% 3 37.5% 1 12.5% 0 0.0% 0 0.0% 

大学生・専門学校生 （N=12） 8 66.7% 8 66.7% 4 33.3% 8 66.7% 3 25.0% 1 8.3% 0 0.0% 1 8.3% 

会社員・団体職員 

（経営者・役員含む） 
（N=266） 168 63.2% 155 58.3% 95 35.7% 128 48.1% 86 32.3% 50 18.8% 3 1.1% 19 7.1% 

公務員（N=49） 33 67.3% 27 55.1% 27 55.1% 26 53.1% 13 26.5% 5 10.2% 0 0.0% 6 12.2% 

農林業（N=12） 8 66.7% 8 66.7% 5 41.7% 6 50.0% 3 25.0% 1 8.3% 1 8.3% 0 0.0% 

自営の商工・ 

サービス業など 
（N=52） 34 65.4% 26 50.0% 20 38.5% 28 53.8% 13 25.0% 8 15.4% 1 1.9% 1 1.9% 

主婦・主夫（N=266） 184 69.2% 135 50.8% 116 43.6% 114 42.9% 102 38.3% 52 19.5% 2 0.8% 11 4.1% 

無職（N=230） 150 65.2% 106 46.1% 104 45.2% 102 44.3% 70 30.4% 41 17.8% 5 2.2% 21 9.1% 

その他（N=91） 54 59.3% 51 56.0% 32 35.2% 46 50.5% 29 31.9% 21 23.1% 1 1.1% 12 13.2% 

未記入（N=5） 3 60.0% 3 60.0% 2 40.0% 2 40.0% 2 40.0% 2 40.0% 0 0.0% 0 0.0% 

  

Ｑ６ 旭川大学をベースにした公立大学の設置に関しての課題は何だとお考えですか。次の中から

３つまで選んでください。 



 

  8  

 

７ 旭川に公立大学が設置された場合に期待することについて 

 

 

旭川に公立大学が設置された場合に期待することの回答については，「地域が必要とする人材の育成」

が 612 人（63.0%）と最も多く，次いで「先端技術・知識，創造能力の習得やそれに係る専門的研究」

が 387 人（39.8%），「地元の高校や企業との連携」が 386 人（39.7%）の順であった。 

  

表Ⅱ－４ 旭川に公立大学が設置された場合に期待することについて（単位：人） 

  

  地
域
が
必
要
と
す
る
人
材
の
育
成 

世
界
で
も
活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成 

先
端
技
術
・
知
識
，
創
造
能
力
の
習

得
や
そ
れ
に
係
る
専
門
的
研
究 

資
格
取
得
に
力
を
入
れ
る
大
学
【
具

体

的

な

資

格

内

容
： 

 
 
 
 

 
 

】 

就
職
に
関
す
る
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト 

社
会
人
の
学
び
直
し
の
場 

地
元
の
高
校
や
企
業
と
の
連
携 

地
域
の
学
生
の
入
学
に
対
す
る
一
定

の
配
慮
（
地
域
枠
の
設
定
な
ど
） 

特
に
な
い 

そ
の
他
（
具
体
的
な
内
容
を
下
に
記

載
し
て
く
だ
さ
い
） 

全体（N=972） 612 63.0% 141 14.5% 387 39.8% 151 15.5% 348 35.8% 181 18.6% 386 39.7% 181 18.6% 64 6.6% 69 7.1% 

性
別 

男性（N=409） 276 67.5% 53 13.0% 172 42.1% 55 13.4% 123 30.1% 70 17.1% 175 42.8% 78 19.1% 30 7.3% 27 6.6% 

女性（N=550） 330 60.0% 82 14.9% 210 38.2% 93 16.9% 224 40.7% 110 20.0% 208 37.8% 99 18.0% 33 6.0% 39 7.1% 

未記入（N=13） 6 46.2% 6 46.2% 5 38.5% 3 23.1% 1 7.7% 1 7.7% 3 23.1% 4 30.8% 1 7.7% 3 23.1% 

年
齢
別 

１８～１９歳（N=12） 3 25.0% 1 8.3% 4 33.3% 4 33.3% 6 50.0% 1 8.3% 5 41.7% 2 16.7% 2 16.7% 0 0.0% 

２０～２９歳（N=51） 22 43.1% 5 9.8% 11 21.6% 11 21.6% 24 47.1% 9 17.6% 15 29.4% 12 23.5% 8 15.7% 0 0.0% 

３０～３９歳（N=103） 51 49.5% 18 17.5% 28 27.2% 18 17.5% 46 44.7% 28 27.2% 35 34.0% 24 23.3% 6 5.8% 8 7.8% 

４０～４９歳（N=143） 89 62.2% 26 18.2% 67 46.9% 23 16.1% 48 33.6% 31 21.7% 53 37.1% 24 16.8% 3 2.1% 10 7.0% 

５０～５９歳（N=157） 93 59.2% 24 15.3% 54 34.4% 20 12.7% 60 38.2% 26 16.6% 71 45.2% 30 19.1% 8 5.1% 12 7.6% 

６０～６９歳（N=237） 159 67.1% 28 11.8% 101 42.6% 34 14.3% 73 30.8% 46 19.4% 98 41.4% 39 16.5% 18 7.6% 25 10.5% 

７０歳以上（N=264） 190 72.0% 37 14.0% 119 45.1% 40 15.2% 90 34.1% 39 14.8% 109 41.3% 50 18.9% 19 7.2% 13 4.9% 

未記入（N=5） 5 100.0% 2 40.0% 3 60.0% 1 20.0% 1 20.0% 1 20.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 20.0% 

職
業
別 

高校生（N=8） 2 25.0% 1 12.5% 2 25.0% 3 37.5% 3 37.5% 1 12.5% 3 37.5% 1 12.5% 2 25.0% 0 0.0% 

大学生・専門学校生 （N=12） 8 66.7% 3 25.0% 3 25.0% 2 16.7% 6 50.0% 1 8.3% 6 50.0% 1 8.3% 0 0.0% 0 0.0% 

会社員・団体職員 

（経営者・役員含む） 
（N=261） 163 62.5% 33 12.6% 97 37.2% 39 14.9% 100 38.3% 56 21.5% 99 37.9% 49 18.8% 14 5.4% 19 7.3% 

公務員（N=47） 29 61.7% 5 10.6% 20 42.6% 7 14.9% 17 36.2% 7 14.9% 25 53.2% 7 14.9% 2 4.3% 3 6.4% 

農林業（N=11） 6 54.5% 1 9.1% 3 27.3% 2 18.2% 2 18.2% 2 18.2% 5 45.5% 3 27.3% 1 9.1% 0 0.0% 

自営の商工・ 

サービス業など 
（N=51） 29 56.9% 10 19.6% 19 37.3% 6 11.8% 18 35.3% 10 19.6% 22 43.1% 12 23.5% 2 3.9% 5 9.8% 

主婦・主夫（N=262） 176 67.2% 37 14.1% 105 40.1% 44 16.8% 112 42.7% 46 17.6% 105 40.1% 55 21.0% 10 3.8% 15 5.7% 

無職（N=223） 150 67.3% 31 13.9% 94 42.2% 34 15.2% 59 26.5% 38 17.0% 85 38.1% 33 14.8% 25 11.2% 17 7.6% 

その他（N=90） 43 47.8% 18 20.0% 40 44.4% 13 14.4% 29 32.2% 19 21.1% 35 38.9% 18 20.0% 8 8.9% 9 10.0% 

未記入（N=7） 6 85.7% 2 28.6% 4 57.1% 1 14.3% 2 28.6% 1 14.3% 1 14.3% 2 28.6% 0 0.0% 1 14.3% 

Ｑ７ 旭川に公立大学が設置された場合，何を期待しますか。次の中から３つまで選んでください。 
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８ ものづくり系学部の案について 

 

 

ものづくり系学部の案についての回答については，全体では「良い」が 272 人（28.3%）で，「概ね

良い」が 292 人（30.4%）であった。 

一方，「良くない」は 55 人（5.7%），「あまり良くない」は 56 人（5.8%）であった。 

なお，「どちらともいえない」は 188 人（19.6%）であった。 

年齢別でみると，「良い」「概ね良い」の割合は「70 歳以上」が 175 人（67.3%）と最も高く，「良く

ない」「あまり良くない」の割合は「30～39 歳」が 16 人（15.7%）と最も高い結果であった。 

 

図Ⅱ－６ ものづくり系学部の案について 
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女性（N=544） 
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１８～１９歳（N=12） 

２０～２９歳（N=51） 

３０～３９歳（N=102） 

４０～４９歳（N=142） 

５０～５９歳（N=157） 

６０～６９歳（N=234） 

７０歳以上（N=260） 

無回答（N=3） 

高校生（N=8） 

大学生・専門学校生（N=12） 

会社員・団体職員（N=260） 

公務員（N=47） 

農林業（N=11） 

自営の商工・サービス業など（N=51） 

主婦・主夫（N=258） 

無職（N=219） 

その他（N=90） 

無回答（N=5） 

 

良い 概ね良い どちらとも言えない あまり良くない 良くない わからない 

Ｑ８ 現在，市が検討している別紙のものづくり系学部の案についてどう思いますか。 
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ものづくり

系学部の案

について 

主な自由意見 

１．良い 

＋ 

２．概ね良

い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・子どもが将来進学するとして，公立になることにより経済的負担減になるのでありがたい。

今ある学部も良いと思うが，学部が増えることにより旭川で進学を考えた時に選択肢が増

えるためとても良いと思う。旭川家具という素晴らしいものを受け継ぐ人材は必要だと思

うし，これからの時代こだわりが売れるようになると思うので需要があると思う。 

・経済的理由で優秀な子どもが学べず進学を断念するのではなく，そういう家庭の子供でも

学業を学べる場であってほしいと思います。楽しみにしています。どうか成功させてくだ

さい。 

・若い方々が地域の課題に取り組んで下さり，地域，市，道内，全国に良いものを発進して

いけるような活気あふれる大学であれば嬉しいと思います。 

・個の家具作りだけではなく，住宅やマンションと一体化するようなトータルの物づくりが

必要。民間建設業との協同研究も必要。 

・ものづくり系学部をつくって若い人達が旭川独自の街の活性化になるようなものを造って

欲しいです。旭川ならではの産業とか商品とか明るい未来に期待したいです。 

・旭川は家具・木材のまちで有名ですが，そのものづくりに関係する専門的知識を習得でき

る学部・学科をつくってほしいと思います。工業デザイナーといった職業に憧れたり，広

告代理店で web 操作を学んだり，…もっと具体的にまちづくりにつながるような学部の中

身・資格の習得など考えてほしいな，と思います。 

・デザインだけではなく，経営などの修得，グローバル社会に適応できる人材と言うのは，

旭川の今後の観光産業の発展を期待できる。 

・少子化の時代ですが，公立大学の設置が進めば子供の学びの場も広くなり，地域や日本，

世界の発展の為の自立した人材育成が必要だと思いますが実現できれば良いですね。 

・１つ１つの専門分野の強化で，発想のおもしろさ，遊び心を持って行動出来る受け皿の大

きさに期待です。 

・学部における人材育成像の内容は大変良いと思う。優れたクリエーターは多くいると思う

が，それを経営に結びつけ，地域活性化に繋げるまでの人材育成は少子化が進む日本の多

くの地で必要なことと思う。 

・旭川市だからこそできるものづくりの特色を活かして，もっと旭川が全国で輝けるものづ

くりができれば人口が集まり増えるのではないかと期待する。 

・より魅力のある学部を設けて札幌一極集中しないよう学生を定着させることと，旭川家具

デザイン工芸産業の街として学生，将来の人材育成をすることは大切な要素である。 

・概ね良いとは思いますが，学びの場を提供するとともに，旭川市に根付いてもらわなけれ 

ば，意味がないと思います。ただ，援助，優遇するだけでなく，魅力的な街づくり，市の

運営が必要と思います。 

・創造的で自律した人材を育成するためには創造的で独創的な感性を持った指導者の確保が

必要だと思う。魅力の無い人間の発創はつまらないと思う。 
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ものづくり

系学部の案

について 

主な自由意見 

１．良い 

＋ 

２．概ね良

い 

・旭川家具は，洗練されたデザイン性を武器に，海外を中心に一定の評価を得ているが，国

内での認知度はかなり低い。学部設立によって，家具の発展・旭川の発信と，技術後継者

の創出という win-win の意味で期待できる。一方で，自然環境・地理的環境で感性と創造

力が磨かれるとは考えづらい。企業の技術者を講師としたり，国内外インターンをカリキ

ュラムに組み込む，札幌の大学と協定を結ぶなどしたりして，堅実な感性と創造力を養う

必要があると考える 

・シミュレーション通りに経営する為には行政及び関係者の相当な努力が必要です。 

３．どちら

ともいえな

い 

・ものづくり系は起業活動に繫がり重要と思う。 

・若者はそもそも旭川に魅力を感じておらず学部を設置しても期待できないと思う。 

・旭川らしさをイメージさせるものが美瑛や富良野，東川などと比べてない。アイヌ文化と

融合させた焼き物・織り物など，沖縄戦での尊い命を失った人々の歴史を残す施設（知覧

のように，手紙などを入れるなど）などの独自の文化風土づくりが必要 

・ものづくりというあいまいな表現では，魅力を感じない。具体的に建築士を目指すとか，

電気や土木など高校では学びきれない専門的な内容にしたら良いのでは。デザインとかは

専門学校でいい。 

・先端技術，知識を習得する国立大学の様な大学ではなく，地域に根差した，特色のある学

部，人材を育成する大学にする方向で公立化に進むべきと思います。 

・地場産業成長への施策とあわせて，ものづくり系学部の設置が必要だと思う。ものづくり

系学部だけが単独で存在するのはむずかしいのではないか？ 

・地域の特性に応じた各業種を学び起業家，後継者，行政職に付ける人づくりの育成も検討

して見ては。 

・北欧に居住経験があります。あちらでは，雪の季節でも，街中でも，室内でも，公共交通

内でも，歩行器を使用し，自立した社会生活を営む高齢者を多く見かけました。車椅子を

介護者が押して歩く姿は見かけませんでした。介護観，人間観の本質から問いなおすべき

かもしれませんが，それはともかく，高齢者・障害者のニーズに添う，生活機器・家具を

つくる余地は，たくさんあると思います。 

・大変良い事だと思うが，勉強し卒業した人たちが力を発揮出来る職場がなければ市内には

とどまらないと思う。 

・東海大学旭川キャンパスが少子化の影響で廃止になった。同じような学部を旭川大学に設

置してもどれ程の学生が集まるのか疑問だ。ものづくり系学部の卒業生が旭川で受け入れ

る器はどれくらいあるのか。長期的な視点に立って学部及び定員を設定して欲しい。他の

地域の類似学部も参考にしては。 

・旭川市として力を入れて取り組んでいるものづくり関連の学部を作るのは独自性も出せる

ので，いいと思っている。ただ，どの程度その学部のニーズがあるかわからない（調査等

によりニーズがはっきりしていることがわかっていればいい）。 
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ものづくり

系学部の案

について 

主な自由意見 

３．どちら

ともいえな

い 

・これから大学を目指す中・高生から旭川大学が公立大になった時，どんな事を勉強したい

かを聞き取りをしたら良いと思います。大人の意見ばかりを押し付けてはいけないと思い

ます。 

・このような人材が育成できれば地域にとってはよいことだと思いますが，地元に密着した

優秀な講師はいるのか…と思いました。また，今の高校生達のニーズにもあっているのか

興味はあるのか疑問に思いました。旭川家具は高いイメージがあり，市民で使用している

人が少なくわからない。 

・ＡＩが進化しても，デザイナーのような創作に関する思考はできないので，一流の工業デ

ザイナーを育成するような学部を創設すべきである。将来人間にしかできない創作を育成

する学部にすべきである。 

・現在，当市における経済活動状況はやや不活発である。景気向上への期待は大きいのです

が，難しいと考えています。特にものづくりに固執せずに中核の産業から足を伸ばして数

年先には目標設定して，知恵を出しあってはどうでしょうか．．．。 

・イメージが今一つわかない感じがします。ただ今の旭川に何が必要なのか，どういう街に

したいのかを具体的にすればより理解が得られると思います。とにかく，地域と連携して，

新たな展開を進められる学部であってほしいです。学生は資格を求めますが，それだけで

なく，チャレンジする人材を育成！ 

・ものづくりの開設について，学生，大学の負担は企業の協力を得られるのか。大学経営に

問題点にならないか？ 

４．あまり

良くない 

＋ 

５．良くな

い 

・少子化が続く今，費用が生じる上で新たな公立大設立に意味があるか疑問。また設立する

なら駅の近くなど交通への配慮も検討願う。 

・学生数 1,000 人なんて集まらない，定員 400 人（1 学年 100 人）の少数で質の高い専門性

を目指すべき 

・ものづくりであれば高専の大学化を目指したらどうか。そこに木工・デザインも加えるの

が良く，国立がいい。 

・高等技術専門学校があるので，大学にそのような学部がなくても良い。学生も集まらない

と思います。 

・旭川東海大学の芸術工学部が閉鎖したことを考えるとデザイン等の学部では学生の確保が

難しいのではないかと思います。サイバー大学のようなネットビジネス。ＩＴマネージメ

ント等の高度ＩＴ人材の育成を目指す学部の設置に期待します。 

・デザイン系学部は，数年前から札幌公立大学，教育大の再編で岩見沢校に設置している例

があるが，旭川公立大学において果たして魅力的な学部になるのだろうか。かつて東海大

学旭川校にもデザイン系学部はあった。ものつくりという視点は，経営，経済の学部を充

実させ，地域都市の経済の発展，国際的に向けての活性化，人材育成は重点をおくことが

旭川において必要だと思う。 
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ものづくり

系学部の案

について 

主な自由意見 

４．あまり

良くない 

＋ 

５．良くな

い 

・日本の食糧基地として農業経営支援等で考えられないか 

・学部のイメージ，学部における人材育成像等に漠然としていて必要性が伝わってこない。

公立大学にしてまでも設置したい（すべき）学部であるのか？東海大学が閉校になったこ

とから，似たような学部を設置したいように見える。「ものづくり」よりも高齢化社会に向

けての人材育成と学科の設立なら賛成できる。 

・養成予定のものづくり専門課数に見合う就職先の確保が保証されているのだろうか。 

６．わから

ない 

・柔軟な発想でグローバルに活躍できるのはすごくよいことだと思います。でも，それを地

元や北海道でも生かせる職場や環境も必要かなと思います。クリエイティブな会社は都会

にあるイメージです。 

・専門的な知識の高い人材育成には賛成します。卒業後，地域への就職率を上げるためのさ

らなる検討が必須と思います。 

・何か特化した独自のもの，思いもよらなかったものができること，旭川大学でなければで

きないものであれば集中して進めてもらいたい。 

・ものづくり系の内容，何に特化していくのか？ ありきたりなモノだとすぐにダメになる。

しっかりと将来につながる体系づくりが必要かと。やるなら５０年１００年続くモノを。

情報公開等アウトプットの部分をしっかり。 

・旭川は家具のまちであるのに，家具の学校がないのはなんだかと思います。せっかく豊か

な自然があるので，家具以外に農業や家などをＤＩＹする学科，リモートワークのために

グラフイック製作などが学べる学科があるとよいかと 

・学生数が継続的に集めることが出来るか疑問。国内ばかりではなく海外から確保しなけれ

ばならないと思うし，そのための学部学科等，教員の確保など考えなければと思う。 

・将来どんな仕事をしたい人がこの学部を選ぶのかわからない。少子化の中学生が集まるの

か？ 

・より赤字体質を拡大するだけなのではないか。需要があるのか不明。 
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  なお，Ｑ５で「旭川大学をベースにした公立大学の設置」について回答した人及びＱ８で「ものづ

くり系学部の案」について回答した人がそれぞれ，公立大学設置の課題だと思うものは以下のとおり。 

「旭川大学をベースにした公立大学の設置」においては，「妥当である」と回答した人の中では「学

生にとって魅力的な学部・学科の存在」が 204 人（68.0%）と最も多く，「妥当ではない」と回答した

人の中では「赤字運営時における市の財政負担」が 62 人（77.5%）と最も多い結果であった。 

「ものづくり系学部の案」においては，「良い」と回答した人の中では「少子化が進む中での学生の

確保」が 182 人（66.9%）と最も多く，「良くない」と回答した人の中では「赤字運営時における市の

財政負担」が 36 人（65.5%）と最も多い結果であった。 

   

表Ⅱ－５ 旭川大学をベースとした公立大学の設置に関する課題について 

（Q5 及び Q8 回答者別）（単位：人） 

  

  

  

少
子
化
が
進
む
中
で
の

学
生
の
確
保 

学
生
に
と
っ
て
魅
力
的

な
学
部
・
学
科
の
存
在 

公
立
大
学
移
行
時
の
市

の
財
政
負
担 

赤
字
運
営
時
に
お
け
る

市
の
財
政
負
担 

大
学
卒
業
後
の
市
外
へ

の
人
材
流
出 

学
部
内
容
に
見
合
っ
た

教
員
の
確
保 

課
題
は
な
い 

そ
の
他
（
具
体
的
な
内

容
を
下
に
記
載
し
て
く

だ
さ
い
） 

Q5 回答者全体（N=978） 647 66.2% 526 53.8% 408 41.7% 462 47.2% 324 33.1% 182 18.6% 13 1.3% 71 7.3% 

旭
川
大
学
を
ベ
ー
ス
に
し
た 

公
立
大
学
の
設
置
に
つ
い
て 

妥当である（N=300） 193 64.3% 204 68.0% 89 29.7% 90 30.0% 105 35.0% 66 22.0% 4 1.3% 14 4.7% 

概ね妥当である（N=249） 171 68.7% 152 61.0% 91 36.5% 122 49.0% 97 39.0% 54 21.7% 0 0.0% 13 5.2% 

どちらともいえない（N=191） 129 67.5% 99 51.8% 83 43.5% 102 53.4% 60 31.4% 31 16.2% 1 0.5% 13 6.8% 

あまり妥当ではない（N=77） 57 74.0% 21 27.3% 51 66.2% 51 66.2% 17 22.1% 7 9.1% 1 1.3% 6 7.8% 

妥当ではない（N=80） 44 55.0% 14 17.5% 58 72.5% 62 77.5% 17 21.3% 8 10.0% 1 1.3% 16 20.0% 

わからない（N=81） 39 48.1% 25 30.9% 28 34.6% 27 33.3% 23 28.4% 12 14.8% 6 7.4% 7 8.6% 

Q8 回答者全体（N=961） 647 67.3% 526 54.7% 408 42.5% 462 48.1% 324 33.7% 182 18.9% 13 1.4% 71 7.4% 

も
の
づ
く
り
系
学
部
の 

案
に
つ
い
て 

良い（N=272） 182 66.9% 173 63.6% 85 31.3% 100 36.8% 97 35.7% 60 22.1% 5 1.8% 11 4.0% 

概ね良い（N=292） 200 68.5% 161 55.1% 119 40.8% 145 49.7% 106 36.3% 54 18.5% 0 0.0% 13 4.5% 

どちらともいえない（N=188） 118 62.8% 100 53.2% 92 48.9% 99 52.7% 58 30.9% 34 18.1% 2 1.1% 13 6.9% 

あまり良くない（N=56） 33 58.9% 18 32.1% 32 57.1% 39 69.6% 14 25.0% 10 17.9% 1 1.8% 6 10.7% 

良くない（N=55） 32 58.2% 16 29.1% 33 60.0% 36 65.5% 9 16.4% 7 12.7% 1 1.8% 14 25.5% 

わからない（N=98） 58 59.2% 38 38.8% 41 41.8% 37 37.8% 27 27.6% 12 12.2% 3 3.1% 7 7.1% 
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また，Ｑ５で「旭大ベースの妥当性」について回答した人及び「ものづくり系学部の案」について回

答した人がそれぞれ，公立大学に求めるものは以下のとおり。 

「旭川大学をベースにした公立大学の設置」においては，「妥当である」と回答した人の中では「地

域が必要とする人材の育成」が 198 人（66.0%）と最も多く，「妥当ではない」と回答した人も同様に

25 人（31.3%）と最も多い結果であった。 

「ものづくり系学部の案」においては，「良い」と回答した人の中では「地域が必要とする人材の育

成」が 193 人（71.0%）と最も多く，「良くない」と回答した人の中では「特にない」が 20 人（36.4%）

と最も多い結果であった。 

 

表Ⅱ－６ 旭川に公立大学が設置された場合に期待することについて 

（Q5 及び Q8 回答者別）（単位：人） 

 

  

  地
域
が
必
要
と
す
る
人
材

の
育
成 

世
界
で
も
活
躍
で
き
る
人

材
の
育
成 

先
端
技
術
・
知
識
，
創
造
能

力
の
習
得
や
そ
れ
に
係
る

専
門
的
研
究 

資
格
取
得
に
力
を
入
れ
る

大
学
【
具
体
的
な
資
格
内

容
： 

 
 
 
 
 
 

】 

就
職
に
関
す
る
手
厚
い
サ

ポ
ー
ト 

社
会
人
の
学
び
直
し
の
場 

地
元
の
高
校
や
企
業
と
の

連
携 

地
域
の
学
生
の
入
学
に
対

す
る
一
定
の
配
慮
（
地
域
枠

の
設
定
な
ど
） 

特
に
な
い 

そ
の
他
（
具
体
的
な
内
容
を

下
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
） 

Q5 回答者全体（N=978） 612 62.6% 141 14.4% 387 39.6% 151 15.4% 348 35.6% 181 18.5% 386 39.5% 181 18.5% 64 6.5% 69 7.1% 

旭
川
大
学
を
ベ
ー
ス
に
し
た 

公
立
大
学
の
設
置
に
つ
い
て 

妥当である（N=300） 198 66.0% 47 15.7% 127 42.3% 60 20.0% 122 40.7% 47 15.7% 107 35.7% 61 20.3% 1 0.3% 16 5.3% 

概ね妥当である（N=249） 178 71.5% 38 15.3% 109 43.8% 34 13.7% 88 35.3% 56 22.5% 123 49.4% 53 21.3% 1 0.4% 14 5.6% 

どちらともいえない（N=191） 112 58.6% 23 12.0% 72 37.7% 29 15.2% 74 38.7% 34 17.8% 79 41.4% 35 18.3% 15 7.9% 13 6.8% 

あまり妥当ではない（N=77） 45 58.4% 14 18.2% 25 32.5% 9 11.7% 18 23.4% 13 16.9% 30 39.0% 12 15.6% 11 14.3% 4 5.2% 

妥当ではない（N=80） 25 31.3% 9 11.3% 24 30.0% 8 10.0% 13 16.3% 14 17.5% 15 18.8% 6 7.5% 22 27.5% 13 16.3% 

わからない（N=81） 39 48.1% 6 7.4% 19 23.5% 9 11.1% 25 30.9% 12 14.8% 26 32.1% 11 13.6% 14 17.3% 4 4.9% 

Q5 回答者全体（N=961） 612 63.7% 141 14.7% 387 40.3% 151 15.7% 348 36.2% 181 18.8% 386 40.2% 181 18.8% 64 6.7% 69 7.2% 

も
の
づ
く
り
系
学
部
の 

案
に
つ
い
て 

良い（N=272） 193 71.0% 44 16.2% 134 49.3% 43 15.8% 102 37.5% 50 18.4% 113 41.5% 52 19.1% 2 0.7% 16 5.9% 

概ね良い（N=292） 209 71.6% 43 14.7% 125 42.8% 41 14.0% 119 40.8% 64 21.9% 133 45.5% 50 17.1% 4 1.4% 17 5.8% 

どちらともいえない（N=188） 112 59.6% 24 12.8% 61 32.4% 31 16.5% 69 36.7% 27 14.4% 79 42.0% 41 21.8% 14 7.4% 10 5.3% 

あまり良くない（N=56） 27 48.2% 10 17.9% 22 39.3% 13 23.2% 18 32.1% 15 26.8% 22 39.3% 11 19.6% 4 7.1% 4 7.1% 

良くない（N=55） 18 32.7% 7 12.7% 10 18.2% 8 14.5% 10 18.2% 6 10.9% 11 20.0% 8 14.5% 20 36.4% 12 21.8% 

わからない（N=98） 43 43.9% 10 10.2% 31 31.6% 14 14.3% 28 28.6% 15 15.3% 26 26.5% 17 17.3% 19 19.4% 8 8.2% 
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９ 意見等 

 

 

 

主な自由意見 

【検討状況に関すること】 

・必要。旭川は現在少子化の影響及び社会的流出による人口減少の傾向が続くことになりえますので，公

立大学設置による学生増加と大学関連産業の企業増等による人口の社会的増加が期待できます。 

・魅力ある大学であれば人・金の課題は解決できると思うが，長期的視点が必要になると思います。目先

のことにとらわれ，質の低下を招くことのないようお願いしたい。 

・なぜ旭川大学をベースにする必要があるのか。ほとんどの学科で定員割れをしている大学をベースにす

るのではなく，全国の大学に目を向けて，収支や卒業後の就職等で成功し，軌道に乗っている大学をベ

ースにして真剣に公立大学の設立を考えるべき。旭川だから旭川大学をベースにするというのは，設立

の上では必要ないと思う。 

・全国的に少子化が進み，地方都市から大都市へと若者が職を求めて定住する中，今から旭川大学の公立

化やものづくり大学をつくることは学生募集，就職先の面から将来経営が厳しくなるはずです。旭川市

内の若者は誰でも入学出来，農業・観光・職人等の学部を設け近隣町村や試験場等と一緒に大学を運営

して欲しいです。それと，責任者を明確にして欲しいです。 

・公立大学設置ありきで話を進めているように思えます。もうすこし魅力ある大学について考えてほしい

と思います。魅力ある大学，魅力ある街でなければ人が集まらないし，人が留まらないと思います。 

・そもそも旭川大学の経営難を理由に公立化を推進しようとするのはおかしいと思う。充足率が 100%に

満たない学部，学科の組織を見直したり，学生の質，教育の質の向上を図ることが先決ではないかと思

う。就職者の地元定着率が低ければ，公立化する意味はない。 

・地域内の意見集約だけではなく，道外等のアドバイスを求め期限設定し，スピード感をもって対応して

ほしい。 

・中学生や高校生の意見を反映し，旭川大学へ入学したくなる魅力などを参考にしなければ将来的なこと

にはならないと思います。 

【運営に関すること】 

・経営を安定させるためにも，地域・国内だけではなく国外にも目を向けることが必要。 

・市の将来構想，財政を考えると，公立大学設置する場合，運営は，学校法人等が良いと思います。 

・考え方は良い。これからの人材育成には必要だと思う。しかし，経営面からは定員確保が出来ない場合

の不安が残り，その分が市の財政や市民の負担にならないか心配。経営シミュレーションはしっかりと

していただきたい。 

・浅い考えで５年１０年でつぶれるようなことはやめてほしい。本気で将来を見すえて地域を巻きこんで

やってくれるなら応援はしたい。 

・１００％になってのシミュレーションは甘いと思います。経営陣を総入れ替えするなら考えても良いか

なと思います。 

 

Ｑ９ 旭川大学をベースにした公立大学の設置などについて，御意見がありましたら記入してくだ

さい。 
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主な自由意見 

・短期大学部も含めて公立にするのは規模から見て難しいと思う。しかし，短期大学部の学科は魅力的だ

と思うし，市内企業の定着率も高いようなので悩ましい。 

・大学よりも最低所得の人達の事を先に考えるべき。子供がいる人達ばかり得をするのはおかしい。もう

少し何にお金を使えば良いのか考えてほしい。 

【公立大学への期待に関すること】 

・素敵な内容でした。数少ない子供達の為に先に生まれた大人が助けてあげたいですね。 

・学生の金銭的負担の軽減や，公立大学卒となり自信にもなる気がします。観光だけでなく，暮らしてみ

たいと思われる，住みやすい市になって欲しいです。 

・私立大学だったこれまでと比べて公立大学になることで進学しやすさ，家庭への負担は軽減して良いと

思う。しかし旭川市がどこまで負担できるのか，他の事業への影響が心配です。 

・現在の私達の問題でも有りますが，収入（親）の差で大学に進めない状況などが努力とやる気があれば

学ぶ機会が与えられるような大学の存在であると嬉しいです。そして新しいもの作りが広がっていける

よう住民もふくめて市が考えながら大学を新しくして頂けたら良いと考えます。 

・少ない学費の負担で，学生が集まる時代ではないと思います。 

・公立大学の１教室でも良いので６０才以上の私達にも学びの機会を与えていただきたく思います。大学

に行きたくても行けず残念に思っております。学生と一緒に学べるともっと良いです。 

【学部に関すること】 

・現在，旭川にある大学の学部にはない，学部をつくってほしいです。大学卒業後の就職先は必ずしも地

元にこだわらず，様々な経験を積むのに外に出てもいいと思います。公立大学にすることで，大学に通

える人たちも沢山いると思います，ぜひ本格的に検討してほしいです。ものづくり大学にむけた学部の

新設を希望しますし，もし機会があれば，学生生活をもう一度やりなおしたいです（夢ですが…）。 

・旭川医大，教育大以外の公立大学の設置は子育て世代の保護者として，選択肢が広がることを嬉しく思

いますが，グローバル社会に適応するためにはＩＴ，プログラミング等のスキルが不可欠だと思います。

既存の学部についても，介護ロボット，お料理ロボット等，人間のアクションを全てＡＩ化するような

スキルを身につけられるような大学にしてもらえたらと思います。 

・高校卒業後の進学の選択肢が少ない旭川にとって公立大学の設置は必要のように思います。さらに，大

学卒業の就職の選択肢も増やしていかなければ，優秀な人材が流出してしまうので，そちらも同時に考

えなければならないと思います。 

・旭川市外からも多くの学生があつまる大学になれば良いなと思います。企業や行政，高校と連携を図っ

て注目を集められるような取組ができれば面白いなとも思います。難しいと思いますが，先を見据えて

中心部に移設してほしいです。 

・社会人になってからの人材の確保を含め，市内で自由に学ぶ形が選択できるといいと思う。大学に進学

する時点で市外へ流出してしまうケースが多いと感じる。（現時点で自分の子も市内の大学へ進学する

魅力があまり感じられない。） 
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主な自由意見 

・現在，保健看護学科以外定員割れしているようなので，もっと定員を増やし看護師になりたい人を育て

るようにするのも良いと思う。東海大跡地を使用するというのも有りと思う。若者が集まるのは良いこ

とだと思う。 

・福祉系公立は，名寄大学にもあるため，公立学部で必要かの検討，又，就職先・就職後の給与（働き方）

の実際把握や指導（施設）等も検討をお願いします。 

・現在ある介護福祉科は赤字になっても残すべきである。高齢者は今後ますます増えるが少子化より社会

で介護していくのは非常に困難となる。もし，旭川大学の介護福祉科がなくなれば良いケアはますます

提供されなくなると考えます。その点配慮の上，公立設置して，又，同時に奨学金など活用している学

生が地元に就職するとメリットがあるように考えてほしいと思います。 

・社会福祉士，精神保健福祉士，介護福祉士と市内に足りていません。現保健福祉学部，現生活福祉専攻

で定員割れを起こしている現状は，福祉は稼げないといった先入感や世論が強いと思います。やりがい

や奥深さ，社会的地位向上に向けた取り組みや，教育が必要と感じます。公立化の際は現状の学部にも

質向上に向けた取り組みを，是非お願い致します。 

・ものづくり系学部を柱とするのであれば，道外からも入学者を集められるレベルの高い教育が受けられ

るようにすることを希望します。 

・公立大学になると安いし近いしとても良いと思うが，あえてものづくり系学部はいらないと思う。資格

取得重視した学科にしてほしい。 

・現在の学部がなくなるのは疑問。 

【旭川大学への期待などに関すること】 

・旭川大学も資格取得などで，就職してからの評判も良い様です。先生方も大学，短大を含め親切だし，

図書館なども使用させてくれ永山地域では大変いいと思います，これを他の地区にも知らせ（街中や東

光などの全地域），公立大は必要であると思います。いざ公立大となると現在の学生のこともあり，す

ぐにとはいきませんが近い将来は他地域から学生を呼ぶことにつながりできるのを我々は楽しみに待

っております。 

・もっと旭川にはいろいろなことをやってみたいと思う人がたくさんいると思います。ものづくりや農業

に関わらず音楽や美術なども学生も市民も一緒になって，ものづくり，まちづくり，旭川から発信する

文化を楽しめるまちになるために，旭川大学が先手を切ってくれると嬉しいです。 

・私立大学でも偏差値が高く魅力的であれば行きたいと思う。まして，公立大学であれば授業料が安いこ

ともありもっと行きたいと思う。最近，文科省は私大の学部の切り売りを認めたようだが，旭川大学は

公立化を目指す前に大学の再編成をするべきだと思う。公立大学にするメリットはないと考える。 

 


